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律法には、やがて来る良いことの影があるばかりで、そのものの実体はありません。で

すから、年ごとに絶えず献げられる同じいけにえによって、神に近づく人たちを完全な者

にすることはできないのです。もしできたとするなら、礼拝する者たちは一度清められた

以上、もはや罪の自覚がなくなるのですから、献げ物をすることは中止されたはずです。

ところが実際は、いけにえによって年ごとに罪の記憶がよみがえって来るのです。雄牛や

雄山羊の血は、罪を取り去ることができないからです。それで、キリストは世に来て、次

のように言われたのです。「いけにえも供え物も、あなたは望まず / 私のために、体を備

えてくださった。焼き尽くすいけにえも清めのいけにえも / あなたは喜ばれなかった。そ

の時、私は言いました。『御覧ください。私は来ました。巻物の書に私について書いてあ

るとおり / 神よ、御心を行うために 。』」 （ヘブライ 10:1 ～ 7 ） 

 

律法に基づく聖所での祭儀は、やがて来る良いことの影であり、良いことの実体ではな  

い。だから、年ごとに、絶えず、献げられるいけにえによっても、神に近づく人たちを完  

全な者にすることはできない。もしできたとするなら、礼拝する者たちは一度清められた  

者として、もはや罪の自覚がなくなるはずであるから、いけにえを献げることは中止され  

たはずである。ところが実際は、年ごとにいけにえを献げる。罪の記憶がよみがえって来

るからである。それで著者は、人が罪赦され、清められるのは、キリストが世に来られた

からであると告げる。そして、キリストが来られた時、次の二つのことを語られたと書い

ている。一つは、「いけにえも供え物も、あなたは望まず / 私のために、体を備えてくだ

さった」である。この言葉は、詩編40編 7 節 a の「いけにえも供え物も、あなたは喜ばれ

ず / 私の耳を開いてくださった」からの引用である。著者は、詩編の「私の耳を開いてく

ださった」を「私のために、体を備えてくださった」と書き換えている。キリストは十字

架にご自身を献げるために体を備えてくださったと、「耳」を「体」に変えている。もう

一つは、「焼き尽くすいけにえも清めのいけにえも / あなたは喜ばれなかった。その時、

私は言いました。『御覧ください。私は来ました。巻物の書に私について書いてあるとお

り / 神よ、御心を行うために 』」 である。いけにえを喜ばれなかったという言葉は、アモ

ス書 5章 22節の「たとえ、焼き尽くすいけにえを献げても / 穀物の供え物を献げても / 私

は受け入れず / 肥えた家畜の会食のいけにえも顧みない」からの引用である。神はどんな

いけにえも供え物も喜ばない、なぜなら、それらは、人間に完全な救いをもたらさないか

らである。著者は、「御覧ください。私は来ました。巻物の書に私について書いてあると

おり / 神よ、御心を行うために 』」 を強調している。主イエスご自身がこのようには語っ

ていないが、主イエスが神から遣わされたのは、旧約聖書の預言通り、神の御心を行うた

めに来られたからである。ここに、福音の核心がある。主イエスはゲツセマネで「アッバ、

父よ、あなたは何でもおできになります。この杯を私から取りのけてください。しかし、

私の望みではなく、御心のままに（マルコ 14:36c ）」 と、神が御心を貫徹されますように

と祈りを捧げられている。またヨハネ福音書は、主イエスの十字架の上での最後の言葉は

「成し遂げられた（ヨハネ 19:30 ）」 であったと伝えている。巻物の書に書いてある通り、

大祭司キリストは、人間を救う神の御心を成し遂げるために世に来られた。聖書が告げる

福音はキリストが来られ、ご自身の体を十字架に献げられたことに集約される。 


